
【福島県】相馬原釜（そうまはらがま）市場

令和３年福島県沖を震源とする地震に係る水産関係の被害状況

○ 臨港道路沿いの崖が崩落により、全面通行止め。
応急工事により、翌日に全面通行を確保。

○ 床に段差が発生や給水施設の配管の損傷発生。
○ 応急的に補修。

〇 天井パネルの落下や支柱の損傷。

【宮城県】石巻（いしのまき）市場

○ 岸壁の沈下や亀裂による陸揚げへの影響。

【宮城県】女川（おながわ）漁港

【福島県】松川浦（まつかわうら）漁港

○ 宮城県及び福島県の26漁港において、岸壁等の沈下や亀裂、臨港道路沿いの崖の崩壊等が
発生（被害報告額約31億円）。
○ また、荷捌き施設等の共同利用施設等40件で床面の段差、壁や配管の破損等の被害（被害報
告額約５億円）。



令和３年８月豪雨に係る水産関係の被害状況

【熊本県】郡浦（こうのうら）漁港海岸 【佐賀県】戸ヶ里（とがり）漁港

○ ８月１１日から全国的に大雨が降り、佐賀県、長崎県及び大分県の３漁港において、泊地や
航路等が被災。島根県や熊本県の海岸において流木等の海岸漂着物による被害が発生。
○ また、岩手県を中心に７県において、漁船、共同利用施設等に被害が発生。

○ 早津江川では豪雨により上流から流れ込んだ
土砂が泊地に堆積、漁船が出航できなくなる被
害が発生。
○ のり漁への影響をさけるため、応急工事により
堆積土砂の撤去作業を早急に行い、１０月上旬
には泊地の機能を回復。

○ 熊本県の海岸では全体で約600㎥の流木等が漂
着し、うちの約200㎥が郡浦漁港海岸に漂着。

○ 災害関連事業を活用した応急対策により、９月
上旬までに撤去を完了。



令和３年台風第１４号に係る水産関係の被害状況

【長崎県】宮ノ浦（みやのうら）漁港

○ ９月７日に発生した台風第１４号による暴風・波浪等により、水産関係で約16億円の被害。
○ 特に、防波堤の転倒といった漁港施設の被害が水産関係被害額の約９割を占めた。

被災箇所
西防波堤L=120m

○ 台風第14号により、宮ノ浦漁港西防波堤の
本体が120mに渡り転倒する被害が発生。被害
報告額は約15億円。

○ 再度災害防止のため、災害復旧事業及び
災害関連事業等を活用し、改良復旧を実施。

被災箇所



令和３年海底火山福徳岡ノ場噴火における軽石に係る水産関係の被害状況

【沖縄県】辺土名（へんとな）漁港

漁船のエンジントラブル

○ 軽石が泊地内に流入し、
漁船等の係留及び航行に支障。

○ 応急工事により軽石を回収
し、12月上旬頃には漁業活動
を再開。

○ エンジン冷却用海水の取り込み口から入った軽石が、海水
こし器を詰まらせるエンジントラブルが発生。
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Ⓐ：軽石除去前

Ⓑ：バックホウによる除去作業

軽石が詰まった海水こし器エンジン冷却用海水の取込み口

Ⓐ：軽石除去後

○ 令和３年８月に噴火した小笠原諸島の海底火山「福徳岡ノ場」から放出された軽石が10月頃から
沖縄県や鹿児島県奄美諸島等148の漁港に漂着。
○ また、鹿児島県や沖縄県の漁船のほか、両県周辺海域で操業する他県の漁船210隻でエンジン
トラブルが発生。沖縄県では11月のピーク時には漁船の約５割に当たる1,570隻が操業を自粛。

【鹿児島県】宇宿（うしゅく）漁港

軽石の流入状況

○ 軽石が泊地内に流入し、漁船の出入りに支障。
○ 応急工事により軽石を回収し、10月中旬までに撤去完了。

軽石の除去後子


